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(54)【発明の名称】 有機ＥＬディスプレイの駆動方式及びそれを備える携帯端末

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬディスプレイが消費する電力を画面
の視認性を損なわずに削減する。
【解決手段】  自発光する有機ＥＬディスプレイに入射
する光の光量を測定する測定手段と、前記光量が多いと
きには前記有機ディスプレイに供給する電源電圧を上げ
て、前記光量が少ないときには前記電源電圧を下げるよ
うに変化させる制御手段と、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  自発光する有機ＥＬディスプレイに入射
する光の光量を測定する測定手段と、
前記光量が多いときには前記有機ディスプレイに供給す
る電源電圧を上げて、前記光量が少ないときには前記電
源電圧を下げるように変化させる制御手段と、
を備えることを特徴とする有機ＥＬディスプレイの駆動
方式。
【請求項２】  請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ
の駆動方式において、
前記制御手段は、前記光量に比例して前記有機ディスプ
レイに供給する前記電源電圧を変化させることを特徴と
する有機ＥＬディスプレイの駆動方式。
【請求項３】  請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイ
駆動方式において、
使用者による操作に応じて前記光量に対する前記電源電
圧の比例定数を変化させる手段を更に備えることを特徴
とする有機ＥＬディスプレイ駆動方式。
【請求項４】  請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ
駆動方式において、
使用者による操作に応じて前記電源電圧のオフセットを
変化させる手段を更に備えることを特徴とする有機ＥＬ
ディスプレイ駆動方式。
【請求項５】  請求項１に記載の有機ＥＬディスプレイ
駆動方式において、
前記制御手段が決定した電源電圧にかかわらず、使用者
による操作に応じて電源電圧を変化させる手段を更に備
えることを特徴とする有機ＥＬディスプレイ駆動方式。
【請求項６】  請求項１乃至５のいずれか１項に記載の
有機ＥＬディスプレイの駆動方式を備えることを特徴と
する携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示装置として有
機ＥＬ(Electroluminescence)ディスプレイを使用した
携帯端末に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来は、携帯端末の表示装置としては、
液晶ディスプレイ等が使用されていたが、液晶ディスプ
レイは、バックライトを必要とする、視野角が狭い、応
答速度が遅いので動画表示に適していない等の問題点が
あった。液晶ディスプレイに代わるものとして有機ＥＬ
ディスプレイが注目されている。有機ディスプレイは、
自発光するためバックライトを必要とせず、視野角が広
く、応答速度が速いために動画表示に適している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、有機ＥＬディ
スプレイを表示装置として使用する場合、従来から携帯
端末で使用されている電圧に比べると、遥かに高い電圧
が必要となるため、昇圧型のＤ／Ｄコンバータなどを用
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いて高い電圧を得ている。また、有機ＥＬディスプレイ
は自発光素子であり、強い外来光の下で表示内容を認識
するには、有機ＥＬディスプレイを高輝度で表示する必
要がある。この結果、非常にたくさんの電力が必要にな
る。しかし、携帯端末機器では、電池等の容量の限られ
た電源から電力を供給するため、消費電力が大きいと、
その携帯端末機器を使用できる時間が少なくなってしま
うという問題があった。
【０００４】そこで、本発明は、有機ＥＬディスプレイ
が消費する電力を画面の視認性を損なわずに削減するこ
とを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明による有機ＥＬデ
ィスプレイの駆動方式は、自発光する有機ＥＬディスプ
レイに入射する光の光量を測定する測定手段と、前記光
量が多いときには前記有機ディスプレイに供給する電源
電圧を上げて、前記光量が少ないときには前記電源電圧
を下げるように変化させる制御手段と、を備えることを
特徴とする。
【０００６】上記の有機ＥＬディスプレイの駆動方式に
おいて、前記制御手段は、前記光量に比例して前記有機
ディスプレイに供給する前記電源電圧を変化させてもよ
い。
【０００７】上記の有機ＥＬディスプレイ駆動方式は、
使用者による操作に応じて前記光量に対する前記電源電
圧の比例定数を変化させる手段を更に備えていてもよ
い。
【０００８】上記の有機ＥＬディスプレイ駆動方式は、
使用者による操作に応じて前記電源電圧のオフセットを
変化させる手段を更に備えていてもよい。
【０００９】上記の有機ＥＬディスプレイ駆動方式は、
前記制御手段が決定した電源電圧にかかわらず、使用者
による操作に応じて電源電圧を変化させる手段を更に備
えていてもよい。
【００１０】本発明による携帯端末は、上記の有機ＥＬ
ディスプレイの駆動方式を備えることを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】本発明は、表示装置に有機ＥＬデ
ィスプレイを用いた携帯端末における、消費電力の削減
方法について、主に、表示装置としての有機ＥＬディス
プレイと、有機ＥＬディスプレイ用の電源部と、表示装
置配置面で表示装置の周りに配置された光センサと、光
センサにより発生した電圧をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換
部と、そのＡ／Ｄ変換の結果をもとに有機ＥＬディスプ
レイ用の出力電圧を制御する電源制御部からなる。
【００１２】携帯端末の表示装置の周りに配置された光
センサにより測定された外来光の明るさに応じて、有機
ＥＬディスプレイの輝度を表示内容が認識出来る範囲で
可能な限り下げることにより、消費電力を削減すること
を特徴としている。



(3) 特開２００２－１８９４４９

10

20

30

40

50

3
【００１３】本発明の実施形態を説明する。図１に携帯
端末機器の形状を示す。表示装置に有機ＥＬディスプレ
イ２０１を用いている。この有機ＥＬディスプレイは自
発光素子であり、強い外来光のもとでは有機ＥＬディス
プレイ２０１の輝度を上げる必要があるが、薄暗い部屋
などでは輝度を下げても十分に表示を認識することが出
来る。この表示装置の周りで表示装置と同じ面に光セン
サ２０３がついている。この光センサ２０３により測定
された結果をもとに、表示内容を認識できる範囲で可能
な限りまで輝度を下げ、消費電力を減らす。
【００１４】本発明の実施形態の構成を、図２を用いて
説明する。本実施形態は主に、表示装置としての有機Ｅ
Ｌディスプレイ２０１と、有機ＥＬディスプレイ用電源
部２０２と、表示装置配置面で表示装置の周りに配置さ
れ、有機ＥＬディスプレイ２０１に入射する光の光量に
実質的に比例する光量を測定することにより有機ＥＬデ
ィスプレイ２０１に入射する光の光量を測定して、光量
に応じた信号を出力する光センサ２０３と、光センサ２
０３の出力信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部２０４
と、Ａ／Ｄ変換後のデータを元に有機ＥＬディスプレイ
用電源部２０２を制御する電圧制御部２０５と、制御す
る際に必要なデータを記憶してあるメモリ２０６と、使
用者が直接輝度を調節するためのキー入力装置２０７
と、有機ＥＬディスプレイ用電源部２０２に電源を供給
するバッテリ等の電源２０８を備える。
【００１５】有機ＥＬディスプレイ２０１は自発光素子
であり、印加する電圧を変えると、発光輝度が変化す
る。有機ＥＬディスプレイ用電源部２０２としてはＤ／
Ｄコンバータ等を用いており、携帯端末内部で使用され
る電源２０８を元にして、有機ＥＬディスプレイ２０１
に必要な電圧を作り出す。光センサ２０５は有機ＥＬデ
ィスプレイ２０１と同じ面に配置され、有機ＥＬディス
プレイ２０１の面が受けている光の量に応じた値を出力
する。光センサの出力はＡ／Ｄ変換部２０４でＡ／Ｄ変
換され、電圧制御部２０５に送られる。この結果に対
し、メモリ２０６のデータを用いることで、光センサの
受光量に応じて、有機ＥＬディスプレイの輝度を調整す
る。
【００１６】図１～４を用いて説明すると、図１のよう
な有機ＥＬディスプレイ１０１を用いた携帯端末機器で
は、内部で使用している電源より高い電圧が必要となる
ため、第２図のようにＤ／Ｄコンバータ等の有機ＥＬデ
ィスプレイ用電源部２０２を用いることになる。光セン
サ２０３で測定された光量を表す電圧はＡ／Ｄ変換部２
０４でＡ／Ｄ変換され、電圧制御部２０５に送られる。
電圧制御部２０５では、この結果と、メモリ２０６内の
対応表や変換式を用いて、有機ＥＬディスプレイ用電源
部２０２に対しての制御を行う。
【００１７】有機ＥＬディスプレイは自発光素子である
ため、第３図のグラフに示す様に、有機ＥＬディスプレ*
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*イが表示する画面を認識するためには、外来光による受
光量が強いほど、有機ＥＬディスプレイも高い輝度で発
光する必要となる。図３の斜線の領域が画面を認識でき
る範囲であり、直線３０１が各受光量についての画面を
認識できる最低限の輝度を示す。ここで、第３図に示す
様に受光量が「Ａ」の強さであった場合、有機ＥＬディ
スプレイの表示内容を認識するのに必要な有機ＥＬディ
スプレイの輝度は「Ｂ」以上の範囲となる。
【００１８】続いて第４図に示すように、この「Ｂ」以
上の有機ＥＬディスプレイの輝度を出すのに必要な有機
ＥＬディスプレイ用電源部の出力電圧は「Ｃ」（Ｖ）と
なる。そこで電圧制御部２０５は、受光量「Ａ」のＡ／
Ｄ変換結果とメモリ２０６内のデータを用いて、「Ｃ」
（Ｖ）以上で、且つ、消費電力削減のために可能な限り
低い電圧、すなわち「Ｃ」（Ｖ）に近い電圧を有機ＥＬ
ディスプレイ２０１に供給するように、有機ＥＬディス
プレイ用電源部２０２に対し制御を行う。
【００１９】また、使用者によるキー入力装置２０７に
対する操作により、発光輝度を直接指定したり、受光量
に対する電源電圧の比例定数を変化させたり、電源電圧
のオフセットを変化させたりするようにしてもよい。
【００２０】本実施形態の説明では、光センサを１つ用
いていたが、表示装置の周りに複数配置し、それぞれの
光センサからの電圧をＡ／Ｄ変換し、その結果の平均化
を行うことで、より的確な電圧制御を行うことが可能で
ある。また、光センサとして、太陽電池を用いてもよ
い。
【００２１】
【発明の効果】従来は、携帯端末機器で表示装置に有機
ＥＬディスプレイを使用する場合、強い外来光の下でも
使用者が表示内容を認識できるように、常に高輝度で表
示する必要があったが、本発明によれば、光センサを用
いて、外来光の強さを認識することにより、有機ＥＬデ
ィスプレイの輝度を必要最低限にし、消費電力を抑える
ことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態による有機ＥＬディスプレイ
を備えた携帯端末の外形を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態による有機ＥＬディスプレイ
を備えた携帯端末の構成を示すブロック図である。
【図３】有機ＥＬディスプレイの外来光による受光量と
表示内容を認識するのに必要な発光輝度の関係を示すグ
ラフである。
【図４】有機ＥＬディスプレイの発光輝度と有機ＥＬデ
ィスプレイに供給される電圧との関係を示す図である。
【符号の説明】
２０１  有機ＥＬディスプレイ
２０２  有機ＥＬディスプレイ用電源部
２０４  Ａ／Ｄ変換部
２０５  電圧制御部
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２０６  メモリ
２０７  キー入力装置 *
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*２０８  電源

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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